
１．件名：福島第一原子力発電所における実施計画の変更認可申請（２号機原子炉格 

   納容器内部詳細調査）に係る面談 

２．日時：令和２年１０月２１日（水）１３時００分～１５時５０分 

３．場所：原子力規制庁 １８階会議室 

４．出席者 

原子力規制庁 原子力規制部 

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

知見主任安全審査官、伊藤係長、髙木技術参与 

東京電力ホールディングス株式会社 福島第一廃炉推進カンパニー 

福島第一原子力発電所 担当２名 

 

５．要旨 

○東京電力ホールディングス株式会社から、実施計画の変更認可申請(２号機原子

炉格納容器内部詳細調査)について、資料に基づき主に以下の説明があった。 

 補正申請の内容 

 ２号機原子炉格納容器（ＰＣＶ）内部調査に係る調査装置のアクセスル

ートの構築作業において、Ｘ－６ペネトレーション（以下「ペネ」とい

う。）内の堆積物除去及びＰＣＶ内の干渉物撤去を実施する際に、アブレ

シブウォータージェット（ＡＷＪ）等によるダストの飛散を抑制するた

め、発生したダストに対して水を噴霧する予定。このためのスプレイ治

具をＸ－５３ペネに設置する作業を追加。 

 これまでの面談等での確認事項について 

 調査装置の信頼性を確保するための開発体制、開発のポイント及び実施

体制 

 調査装置のアクセスルート構築作業時及びＰＣＶ内部調査時の作業エリ

アにおける排気の監視方法 

 バウンダリ内に窒素を供給するためのラインの構成 

 ＡＷＪ作業時の安全措置 

 ＡＷＪ作業時にはＰＣＶ内への注水量が一時的に増加し、任意の２４

時間当たりのＰＣＶ内への注水量増加幅が１．０ｍ３／ｈを超えるこ

とから、原子炉未臨界維持に必要な安全措置（希ガスモニタによる未

臨界監視及びホウ酸水注入準備）を講じた上で作業を実施する。 

 Ｘ－５３ペネの孔径拡大作業時のダストの影響 

 空気置換が完了したことの確認方法 

 

○原子力規制庁は、上記説明を受けた内容について確認するとともに、 

 Ｘ－６ペネ及びＸ－５３ペネはＰＣＶの一部であるため、構造強度及び耐震

性に係る内容について、実施計画に記載すること。 

 上記を含め、実施計画の修正箇所について、速やかに補正申請を行うこと。 

 ＡＷＪ作業を実施するに当たり、ＰＣＶ内への注水量増加幅が１．０ｍ３／ｈ

を超える際の措置については、当該作業実施時点での原子炉の冷却状況等を

踏まえて検討し、適切な措置を講ずること。 

等を求めた。 

 

 



６．その他 

資料：  

 福島第一原子力発電所２号機原子炉格納容器内部詳細調査 スプレイ治具の

設置について 

 福島第一原子力発電所２号機原子炉格納容器内部詳細調査 補足説明資料 

 福島第一原子力発電所２号機原子炉格納容器内部詳細調査 作業ステップに

ついて 


